
ハリマペーパーテック㈱

環境保全対策実施報告書

１．環境保全対策実施状況（平成30年度）

(1)大気汚染に係る対策

工場建屋 照明LED化(写真①) 二次加圧浮上槽循環水ﾎﾟﾝﾌﾟ(写真②)

(2)水質汚濁に係る対策

推進の内容 実施の成果

①ｶﾞｽﾎﾞｲﾗｰの最適運転により大気汚染防止

に取組む

ア．ﾎﾞｲﾗｰの定期整備

イ．排ｶﾞｽの定期測定（4ヶ月毎）

ウ．ｵﾝﾗｲﾝ24時間監視ｼｽﾃﾑ

ﾒﾝﾃﾅﾝｽ契約（ﾒｰｶｰ点検・整備等）

ﾎﾞｲﾗｰﾒｰｶｰによる定期自主検査、性能検

査、水管理及び24時間、365日のﾒﾝﾃﾅﾝｽ体

制をとっており、運転管理と定期的なﾒｰｶｰ

点検整備により、ﾎﾞｲﾗｰの適正な運転が出

来ました。

②省ｴﾈ改善活動の推進

ア．工場建屋照明のLED化(写真①)

イ．二次加圧浮上槽循環水ﾎﾟﾝﾌﾟのﾓｰﾀｰ

を高効率ﾓｰﾀｰへ入替(写真②)

ウ．蒸気、ｴｱｰ漏れ箇所の補修

工場建屋の直管蛍光灯3灯をLED化し

2.9kwh/日削減しました。

ｴﾈﾙｷﾞｰのﾛｽ低減に努めました。

推進の内容 実施の成果

①排水監視装置の信頼性の確保

ア．COD、窒素・燐自動測定装置及び

流量計の定期校正（社内）

イ．COD、窒素・燐自動測定装置の

ﾒｰｶｰ点検（1回/年）

ウ．社員教育の実施（毎月）

エ．異常事態を想定した訓練の実施

（平成30年9月、31年3月）

毎月の点検で測定精度が維持できている

ことを確認し、1回/年は機器の取付方法

や仕様・外観等に異常が無いことを確認

しています。

ﾃｰﾏを決め公害防止管理者や管理職がｺﾝﾌﾟ

ﾗｲｱﾝｽに関する教育を実施しています。

定期的な理解度ﾃｽﾄを行い、理解度の低い

社員には再教育を行うことにより社員全

員のｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽ意識を高めています。

また、停電による工程排水流出を想定

し、ｴﾝｼﾞﾝ式ﾎﾟﾝﾌﾟによる工程排水移送の
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訓練を実施し、環境事故発生のﾘｽｸ低減に

繋がりました。

②設備・操業改善

ア．三相流動槽の担体の補充

（平成31年3月）

イ．苛性ｿｰﾀﾞ添加ﾎﾟﾝﾌﾟのｲﾝﾊﾞｰﾀ化

（平成30年4月）

ウ．二次加圧浮上槽の補修

（平成30年8月）

エ．生物処理槽の微生物観察による

微生物維持方法の調査

③平成30年9月3日 BOD値超過の対策

＜原因＞

新規材料の食品残渣(ﾌﾞﾙｰﾍﾞﾘｰ残渣)を紙

に混ぜた商品のﾃｽﾄを実施したため、ﾌﾞﾙｰ

ﾍﾞﾘｰ残渣の影響により排水負荷が上昇し

BOD超過となりました。

また、事前の負荷調査ではCODのみの分析

で、自社のCOD測定は簡易測定器であった

ため、誤差が大きく使用の判断に誤りが

ありました。

平成29年8月、微生物の棲み家となる担体

の材質をｳﾚﾀﾝ製からPVA製の担体に変更し

入替ました。微生物を保持した担体を残

すため部分入替としており、古いｳﾚﾀﾝ製

担体が未だ残っています。ｳﾚﾀﾝ製担体の

加水分解による劣化･摩耗が進み充填率が

減少していることから3㎥の担体を追加投

入しました。親水性の素材であること、

担体の比表面積の増加により処理効率の

改善に繋がります。

pH変動幅を小さくして二次加圧浮上槽の

処理を安定化させるため、苛性ｿｰﾀﾞ添加

ﾎﾟﾝﾌﾟにｲﾝﾊﾞｰﾀを設置し、細かな調整が出

来るようにしました。

劣化の激しい箇所（主に槽内の劣化箇

所）を補修し、正常に機能するよう改善

しました。

生物処理槽の微生物を定期観察し、処理

状態を把握して、微生物の維持管理に役

立てています。また、生産設備の定期修

理や洗浄時には負荷が軽減するため、曝

気ｴｱｰ量の調整による生物槽の維持に努め

排水処理の安定化が図れました。

＜対策＞

ア．BOD負荷の確認

食品残渣を原材料として使用する場合、

事前にBODの測定を行い 排水処理が可能

であるか判断する。

BOD負荷量19.2kg/時間を上限とする。

イ．高負荷の食品残渣原料使用について

排水処理設備をﾒﾝﾃﾅｽ等で完全停止し立上

げた後、2週間は使用実績のない高負荷食

品残渣を使用しないこととする。

ウ．ﾌﾞﾙｰﾍﾞﾘｰ残渣の使用について

今回使用したﾌﾞﾙｰﾍﾞﾘｰ残渣は負荷が高いた

め、水洗した物に変更した。
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(3)騒音・振動に係る対策

(4)悪臭に係る対策

(5)産業廃棄物に係る対策

(6)緑化に係る対策

(7)地域連絡会

(8)その他

推進の内容 実施の成果

①騒音測定の実施

（毎月）

騒音測定は協定測定地点で毎月測定、振動

測定は1回/年の測定を行い、規制値以下で

あることを確認しました。

機器の定期点検整備を行い、正常な状態

で運転できるよう努めました。

②振動測定の実施

（平成31年2月）

推進の内容 実施の成果

① 臭気測定の実施

（平成30年8月）

製紙ｽﾗｯｼﾞ置場及び敷地境界線4個所での

臭気測定を実施し、規制値以下であるこ

とを確認しました。

推進の内容 実施の成果

①廃棄物業者への現地監査実施 取引先へ出向いて、廃棄物の保管方法や処

理工程の現地監査を行い、法令に則した作

業で出来ていることを確認しました。

（取引業者毎に年1回実施）

推進の内容 実施の成果

①工場敷地内の緑化の維持・管理 緑地帯の芝生及び壁面緑化の環境維持が

出来ました。

推進の内容 実施の成果

① 別府・西脇両町内会との定期連絡会

を実施。

（平成31年3月）

別府・西脇両町内会の会長及び役員に対

し弊社の1年間の環境保全活動について

報告を行い、今後の取組みについて意見

及び情報交換を行いました。

推進の内容 実施の成果

①工場周辺の美化活動の実施 毎朝、工場内及び工場周辺の環境美化を

実施しました。

公共排水溝の美化を実施

（4回/年；5,6,8,10月）



２．協定値と実績値の比較

（1）大気関係 （実績値：最大値または年間総排出量）

（2）水質関係

①汚濁負荷量

項 目 協 定 値 実 績 値

窒素酸化物排出量

（Nm3/時) 0.3 0.1

（ｔ/年） 4.4 0.9

項 目 協 定 値 実 績 値

化学的酸素要求量

（ＣＯＤ）（㎏/日）

通 常 204 94

最 大 210 131

生物化学的酸素要求量

（ＢＯＤ）（㎏/日）

通 常 204 69

最 大 210 188

浮遊物質量

（ＳＳ）（㎏/日）

通 常 244 19

最 大 252 31

ﾉﾙﾏﾙﾍｷｻﾝ抽出物質含有量

（㎏/日）

通 常 5 <1

最 大 5 <1



②許容限度

※1 平成30年9月3日測定のBOD日間平均値(68mg/L)、最大値(120mg/L)超過の対策に

ついては、水質汚濁に係る対策に記載しています。

３．環境保全活動

（1）令和元年度（平成31年度）基本方針

項 目 協 定 値 実績値

水素イオン濃度（ｐＨ） 最小～最大 5.8～8.6 6.5～7.4

ＣＯＤ（㎎/L）
日間平均 50 36

最 大 70 58

ＢＯＤ（㎎/L）
日間平均 50 28 ※1

最 大 60 120 ※1

ＳＳ（㎎/L）
日間平均 60 7

最 大 80 17

ﾉﾙﾏﾙﾍｷｻﾝ抽出物質含有量

（㎎/L）

日間平均 1 <0.5

最 大 2 <0.5

項目 内容

基本方針 環境関連の法的要求事項、環境保全協定、及び当社が同意する申し

合わせ事項を遵守し、継続的改善に努め、環境汚染の予防と環境負

荷の低減を推進します。

目標 ：環境事故・トラブルの ゼロ

取組方針：①環境保全活動に対する社員“意識･知識”の向上

②異常の兆候を捉え、正常に運転できる“操業方法”の確立

③機能を正常に発揮できる“設備”への改善



（2）令和元年度（平成31年度）環境保全活動計画

組織体制

　( 地域連絡会 ) ( 産業廃棄物 )

( 騒音 ）

( 振動 ）

( 水質汚濁 ) ( 大気汚染 ）

製造部製造課
用排水・原質係

製造部製造課
抄紙係

総務部総務課
業務係

総務部総務課
総務・経理係

総務部

製造部製造課 総務部総務課

公害防止管理者

製造部

公害防止統括者

環境保全活動 目標 目標達成のための計画、方策

自動車公害対策 ・ｱｲﾄﾞﾘﾝｸﾞｽﾄｯﾌﾟの

推進

社用車並びに工場内に入構する車

両を対象に、ｱｲﾄﾞﾘﾝｸﾞｽﾄｯﾌﾟ運動

を展開

化学物質対策 ・化学物質の漏洩の

防止

①薬品類の保管設備の点検

②漏洩防止のための設備改善

エネルギー対策

(地球温暖化に係る対策）

・省ｴﾈ活動により二酸

化炭素排出量の削減

生産効率の改善によるｴﾈﾙｷﾞｰ原単

位低減

廃棄物対策 ・廃棄物の削減

・反社会的勢力の排除

①機密古紙の紙への再利用促進

②取引先の確認



不法投棄に係る対策 ・工場周辺の不法投棄

を無くす

工場周辺の社員による毎朝の環

境美化

緑化に係る対策 ・緑地の維持管理 社員による植木の剪定、

除草、散水

グリーン購入 ・ｸﾞﾘｰﾝ調達の推進 事務用品に関わるｸﾞﾘｰﾝ購入推進

環境マネジメント

システム

・予知管理体制の整備

・環境負荷の確認

・内部監査実施

①排水処理の安定化

②環境部会で環境測定値の確認、

新規薬品の負荷調査

③ﾃｰﾏ別に内部監査実施

環境教育 ・従業員へ環境に

関する教育実施

① 水質・ 大気 ・騒音 ・振動 ・

臭気・産廃をﾃｰﾏにｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽ教

育を実施するとともに、理解度

ﾃｽﾄを実施

②排水負荷上昇や薬品漏洩等を

想定した訓練の実施

地域社会への参画 ・工場周辺の美化活動

の実施

事業所周辺の環境美化活動

①工場周辺の清掃を実施

②公共排水溝の清掃

環境コミュニケーション ・地域住民に対する

環境保全対策・活動

の説明及び情報交換

・騒音を伴う工事の近

隣住民への事前説明

①町内会代表者（役員）と弊社

代表者、管理職による情報交

換会を開催

②騒音を伴うと考えられる工事

を実施する際は、十分な騒音

対策を行った上に、事前に近

隣住民の皆様に作業内容や時

間帯を説明

周辺環境に影響を与える

おそれのある事故等発生

時の地元への広報等

・速やかに情報提供し

て不安を軽減する

地元関係者（管轄官庁、地元町

内会、及び近隣住民）に対し、

電話又は訪問して第一報を口頭

連絡します。

発生原因の詳細及び再発防止策

については、後日、書面等で報

告します。

また、ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞでも情報提供を

行います。
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【騒音測定地点】
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